








２０２５年秋期 博士前期課程教育学専門Ⅰ（基礎知識） 
 
１． 昭和戦時下の「練成教育」 

1937（昭和 12）年 12 月に内閣総理大臣の諮問機関として設置された「教育審議会」
は、その答申のなかで学校教育・家庭教育・社会教育すべてにおいて「皇国の道に則り
…錬成する」と規定した。「錬成」とは「錬磨育成」を意味し、具体的には行事活動や
訓練活動が重視された。礼節や礼法も尊ばれ、朝礼時の宮城遥拝や隊列行進なども盛ん
におこなわれた。これらは全て、総力戦を勝ち抜く皇国⺠としての資質を育成するとい
う、軍事的課題に貫かれたものであった。 

 
２． ジークムント・フロイト（Sigmund  Freud） 

オーストリアの精神病理学者・精神科医で、精神分析の創始者である。「無意識」が症
状や行動に与える影響などを理論化し、神経症的な症状がもつ心理的意味を指摘した。
口唇期・肛門期・男根期・潜伏期・性器期といった、リビドー理論に基づく発達段階を
唱え、各期への固着による性格形成を指摘した。実証性や男性中心の見方などで批判も
されたが、無意識も含めて症状や行動の意味を理解する視座は、心理療法等に大きな影
響を与えた。また、後続の精神分析家により、子どもの心の発達を精神分析的に理解す
る諸理論が展開した。 

 
３． 学校設置者及び⺠間教育保育事業者による児童対象性暴力等の防止等のための措置に

関する法律（日本版 DBS 法） 
児童等を対象とする性暴力等が、児童等の心身に生涯にわたって回復し難い重大な影響
を与えるものであることに鑑み、児童等に対して教育、保育等の役務を提供する事業を
行う立場にある学校設置者等及び認定を受けた⺠間教育保育等事業者が、教員等及び教
育保育等従事者による児童対象性暴力等の防止等のために講ずべき措置などについて定
め、児童等の心身の健全な発達に寄与することを目的に制定された法律である。本法施
行後は、こどもに接する現場で勤務する者には、性犯罪前科の有無の確認が行われる。 

 
４． キーコンピテンシー 

知識や技能・態度などを含めたいろいろな社会的・心理的リソースを活用して、特定
の文脈において複雑な要求や課題に対応できる力のことである。キーコンピテンシー
は、次のようなカテゴリーで構成される。一つ目は、自律的に活動する力（計画を立て
実行する能力や権利・利害・ニーズを表明する能力等）で、二つ目は、社会的・文化
的・技術的ツールを活用する力（言語・テキストを活用する能力やテクノロジーを活用
する能力等）、三つ目は多様なグループにおいて人間関係を形成する力（協調する能力
や対立を解決する能力等）である。 

 
 



５． 足場かけ（Scaffolding） 
自力で会へ津に取り組むのが難しい活動や課題に対して、ヒントとなる手がかりを与え

たり解決方法のモデルを示したり、取り組みを励ますことによって、自力でできるよう
に導いていく援助の方法を指す。足場を架けると同時にできるように次第に外すことも
重要である。ジェローム・ブルーナーが、ヴィゴツキーの発達の最近接領域概念を発展
させ乳児と親のパズル解決場面で具体的な分析と共に提唱された概念が学習科学でも用
いられ、現在では、ICT での足場架けも検討されている。 

 
６． 印象派 

19 世紀後半にフランスのパリで活動をしていた画家たちが保守的なアカデミズムに反
発して起こした芸術運動である。印象派の作風の特徴としては、屋外での制作に伴う色
彩豊かな光の表現や点描画法が挙げられる。モネ、ルノワール、シスレーなどが印象派
の代表的な画家である。なお、音楽の分野においても 19 世紀末から 20 世紀初頭にかけ
て活躍したドビュッシーの音楽などに印象派主義音楽という名称が用いられる。 

 
７. 即座の習得（運動学習） 

即座の習得とは、運動学習において一時期観察される現象であり、運動学習のうち単
一セッション内に生じる急速な成績改善を指す。ヒトの発育発達と運動学習の関係で、
９歳から 12 歳頃の期間はゴールデンエイジと呼ばれ、骨格・筋肉などの一般系がその
後のスパーク期の前に一時安定し、神経系の可塑性も残る、いわば「伸びしろ」が最も
発現しやすい時期に観察される。運動技能や技術の獲得、改組、再編が容易に短時間
で、即座の習得が可能であるとされる。 

 
８. 自由進度学習 

自由進度学習とは、学習者が進度や順序、方法を自律的に選び進めていく習得方法で
あり、個別最適な学びの一形態である。その背景には学習者の多様化、タブレットなど
ICT 普及、アプリケーションによる学習履歴の可視化がある。その取り組みは、単元を
細かな目標で区切って探究課題を用意し、教員はポートフォリオ等で形成的に評価しつ
つ取り組みを支援する。その実施上の課題は、自己調整力の差による進捗の格差、教員
の記録負担、協働学習の希薄化、評価の整合性である。 
 

９. リスキリング 
リスキリング（Reskilling）とは、職務転換や新規業務への移行を目的に、既存の専門

領域とは異なる能力を短期集中的に獲得する再訓練を指す。アップスキリング（現職の
高度化）と異なり、役割の再設計と配置転換を前提にする。学校教育の例として、教員
は生成 AI リテラシーを含む ICT 活用、生徒主体の探究・協働学習の設計、ユニバーサ
ルデザイン等の新たに社会的に要請された観点から自らの職能を再獲得し、より効果的
な校務分掌や学習指導ができる能力を底上げしていく。 


